
第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 自然環境  

〔中分類〕 生物多様性の確保 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 
78.生物多様性地域戦略・自然環境保全再生指針事業 

（環境清掃部 環境政策課） 

事業計画概要 

生物多様性地域戦略を策定するため、市川市自然環境保全再生指針(平成

18年 3月策定)を基礎とし、これまで実施した実態調査の結果を踏まえ、環

境団体等の意向調査、パブリックコメントの実施、審議会への諮問等を行

います。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

〔「素案」の作成〕 

・生物多様性地域戦略の

策定に向けて、環境活

動支援団体の意見聴取 

・庁内関係部署と調整を

図りながら、市民参加

のための土台となる

「素案」作成 

 

〔「原案」の作成〕 

・「素案」を土台として、

公聴会、シンポジウ

ム、パブリックコメ

ント等の実施 

・専門家の知見並びに

幅広い市民意見を取

り入れ、生物多様性

地域戦略の「原案」

作成 

〔地域戦略策定〕 

・「原案」を環境審議会、

庁議等に付議し、生

物多様性地域戦略の

策定 

・関係機関、庁内関係

部署用の冊子と普及

啓発用パンフレット

作成 

実績 

・環境活動団体の意見聴取

を実施した（18 団体） 

・庁内会議を 3 回開催し、

素案を作成した 

・現地見学会を 1 回、講

演会を 2 回開催し、参

加者の意見を収集した 

・「原案」を作成した 

・環境審議会への諮問

（5/17） 

・パブリックコメントの実

施（7/8～8/6） 

事業費（千円） 
計画 2,467 5,000 1,500 

実績 1,449 1,125 866 

数値目標等 

計画 

生物多様性地域戦略の策定 

市民団体の意向調査 
パブリックコメントの

実施 
地域戦略 策定 

実績 市民団体の意向調査 
講演会等における市民

意見の収集 
地域戦略 策定（予定） 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
3,440千円／8,967千円＝38.4％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 計画⇒実績 
地域戦略 策定⇒地域戦略 策定 100点 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 自然環境 

〔中分類〕 自然とふれあえる機会づくり 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 79.環境学習推進事業（環境清掃部 環境政策課） 

事業計画概要 
環境学習を推進するため、「市民環境講座」の開催と「いちかわこども

環境クラブ」の運営等を行います。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

〔市民環境講座、こど

も環境クラブの運営

等〕 

・市民環境講座を 10

回開催 

・こども環境クラブの

メンバーの募集及

び発足式・壁新聞等

の各種イベント開

催 

〔市民環境講座、こど

も環境クラブの運営

等〕 

・両事業の充実を図る

ため、啓発用パンフ

レット作成 

〔市民環境講座、こど

も環境クラブの運営

等〕 

・生物多様性に関連し

た講座、イベント等

を拡充 

実績 

・市民環境講座 5回開催 

・発足式及び壁新聞の展

示を実施 

 

 

 

・市民環境講座 6 回開催、

こども環境クラブ行事6

回開催 

・両事業の充実を図るた

め、市ＨＰに啓発用コン

テンツ作成 

・市民環境講座 7 回開催 

・こども環境クラブ運営 

・地域環境社会論 24 回 

 

 

 

事業費（千円） 
計画 226 1,000 500 

実績 153 119 125 

数値目標等 

計画 

参加者数（市民環境講座・いちかわこども環境クラブ・千葉商科

大学との包括協定による講義）（年間） 

1,000人 1,200人 1,400人 

実績 1,292人 1,285人 1,400人 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
397千円／1,726千円＝23.0％ 

（数値目標等比較） 

3ヵ年 実績／計画 
3,977人／3,600人×100＝110点 

市ＨＰに啓発用コンテンツを作成し、パンフレットの作成と同様の成果を達成

するなど、最小の経費で成果を上げている 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 公園・緑地 

〔中分類〕 地域の緑の保全と活用 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 80.国府台緑地整備事業（水と緑の部 みどり整備課） 

事業計画概要 
 樹林地の保全と活用を図るため、市北西部「水と緑の回廊」上の緑の核

となる国府台緑地（約 5.1ha）を整備します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

関係機関等の調整 

 

 

 

 

 

施設整備（約 1.4ha） 

・園路･広場 

・ベンチ・四阿 

・植栽 

用地取得（約 0.1ha） 

施設整備（約 1.4ha） 

・園路･広場 

・ベンチ 

・便所・駐車場 

・植栽 

実績 関係機関等の調整 広場の窪地の盛土 境界杭復元測量 

事業費（千円） 
計画 0 52,000 118,000 

実績 0 8,740 500 

数値目標等 

計画 

国府台緑地整備進捗率（年度末） 

用地 98％ 

工事 13％ 

用地 98％ 

工事 50％ 

用地 100％ 

工事 100％ 

実績 
用地 96％ 

工事 13％ 

用地 96％ 

工事 13％ 

用地 96％ 

工事 19％ 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
9,240千円／170,000千円＝5.4％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 

用地 96 ﾎﾟｲﾝﾄ＋工事 19 ﾎﾟｲﾝﾄ 

用地 100 ﾎﾟｲﾝﾄ＋工事 100 ﾎﾟｲﾝﾄ 

         ×100＝58点 

この事業は、用地取得において、残り 3 筆の用地買収が進まないことから、   

整備工事も遅れている状況である。 

また、整備工事については、整備予算の確保の問題や市民主体のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟで  

策定した整備計画に基づく整備予定施設に対する地元自治会からの要望等もある

ので、今後、協議調整を図り、整備内容及び整備時期の再検討を行う予定である。 

[□十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった ■不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
※事業費（千円）の実績欄：平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 

基
本
目
標
１ 

 

基
本
目
標
３ 

 

基
本
目
標
２ 

 

基
本
目
標
５ 

 

基
本
目
標
４ 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 公園・緑地 

〔中分類〕 魅力ある公園の提供 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 81.小塚山公園整備拡充事業（水と緑の部 みどり整備課） 

事業計画概要 
 隣接する堀之内貝塚公園との連携による魅力ある都市公園づくりのた

め、小塚山公園を整備拡充します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・関係機関との調整 

 

・公園基本・実施設計 

・地質調査 

・用地取得（約 0.35ha） 

・整備工事（2ヵ年） 

 

実績 ・関係機関との調整 ・関係機関との調整 ・関係機関との調整 

事業費（千円） 
計画 0 22,869 450,000 

実績 0 0 0 

数値目標等 

計画 

小塚山公園整備進捗率（年度末） 

用地 60％ 

工事  0％ 

用地 60％ 

工事  0％ 

用地 100％ 

工事  50％ 

実績 
用地 60％ 

工事  0％ 

用地 60％ 

工事  0％ 

用地 60％ 

工事  0％ 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
0千円／472,869千円＝0％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 

用地 60 ﾎﾟｲﾝﾄ＋工事 00 ﾎﾟｲﾝﾄ 

用地 100 ﾎﾟｲﾝﾄ＋工事 50 ﾎﾟｲﾝﾄ 

         ×100＝40点 

この事業は、用地取得において、残り４筆の用地買収が進まないことから、   

整備工事も遅れている状況である。 

また、現在、市が取得した同公園用地については、外環道路工事に伴う残土置

場や仮設道路用地に提供しているところであり、平成 26年から 27年にかけては、

国がこの公園内に連絡橋（ｴｺﾌﾞﾘｯｼﾞ）を整備する予定であることから、整備工事

は、平成２８年度以降に実施していく予定で考えている。 

 

[□十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった ■不十分だった] 

市民意向調査 

結果 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 公園・緑地 

〔中分類〕 花と緑が豊かなまちづくり 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 

82.ガーデニング・シティ いちかわ 

（水と緑の部 みどり整備課、みどり管理課、行徳支所 地域整備課 

企画部 健康都市・ガーデニング推進課） 

事業計画概要 

花と緑が豊かなまちづくりのため、健康都市の主要な施策である「ガー

デニング・シティ いちかわ」を推進し、花壇の設置や植栽等を行います。

また、地域の市民、事業者と行政のパートナーシップにより、花や緑を育

てます。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・バラ草花等植栽 

国道 14 号中央分離帯 

菅野公民館 

都計道路 3･6･30号 

都計道 3.4.18号 

・ガーデニング・シティ

いちかわサポーター

の育成 

・ガーデニングコンテス

トの実施 

・ガーデニング・シティ

専用Ｗｅｂの開設 

・ﾌﾟﾗﾝﾀｰ設置･草花等植栽 

妙典駅前 

行徳駅前 

南行徳駅前 

都計道 3.4.18号 

・ガーデニング・シテ

ィいちかわサポータ

ーの育成 

・ガーデニングコンテ

ストの実施 

・ガーデニング・シテ

ィ専用Ｗｅｂの充実 

・ﾌﾟﾗﾝﾀｰ設置･草花等植

栽 

市川駅前 

都計道 3.4.18号 

 

・ガーデニング・シテ

ィいちかわサポータ

ーの育成 

・ガーデニングコンテ

ストの実施 

・ガーデニング・シテ

ィ専用Ｗｅｂの充実 

実績 

・花壇整備 

国道 14 号中央分離

帯 

菅野公民館 

都計道路 3･6･30号 

大洲防災公園 

 

 

 

 

 

 

・ガーデニング・シティ

いちかわサポーター

の育成 

・ガーデニングコンテス

トの実施 

・ガーデニング・シティ

専用Ｗｅｂの開設 

・花壇整備 

行徳駅前 

都計道路3･4･18号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ガーデニング・シテ

ィいちかわサポータ

ーの育成 

・ガーデニングコンテ

ストの実施 

・ガーデニング・シテ

ィ専用Ｗｅｂの充実 

・花壇整備 

市川駅前 

市道 0122 

都計道路 3･4･18号 

市道 0220 

新行徳橋 

妙典駅 

行徳駅前通り 

新井ポケットパー

ク 

 

 

・ガーデニング・シテ

ィいちかわサポータ

ーの育成 

・ガーデニングコンテ

ストの実施 

・ガーデニング・シテ

ィ専用Ｗｅｂの充

実 

 

 

 

事業費（千円） 
計画 41,040 36,403 43,176 

実績 30,285 31,052 89,545 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

数値目標等 

計画 

ガーデニング・シティ いちかわ サポーターの人数（年間） 

100人 150人 200人 

実績 
個人 472人 

 事業者 23者 

個人 579人 

事業者 27者 

個人 579人 

事業者 27者 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
150,882千円／120,619千円＝125.1％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 
606人（者）／200人（者）×100＝303点 

 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 公園・緑地 

〔中分類〕 水と緑のネットワークの形成 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 83.水と緑の回廊事業（水と緑の部 みどり整備課） 

事業計画概要 
市北東部にある、水・緑・歴史文化遺産などの地域の貴重な資産の活用

と健康増進の場の提供を図るため、水と緑の回廊を整備します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

【北部ルート】 

・地元調整 

・ルートの確定 

・サイン設置場所等の詳

細検討 

 

 

【北部ルート】 

・サイン設置場所、種

類等の確定 

 

【南部ルート】 

・ルートの検討 

・地元調整 

【北部ルート】 

・サイン設置工事 

 

【南部ルート】 

・ルートの確定 

・サイン設置場所等の

詳細検討 

実績 

【北部ルート】 

・地元調整 

・ルートの確定 

 

【北部ルート】 

 マップ作成 

【南部ルート】 

ルートの検討 

【北部ルート】 

サイン設置場所の確定 

【南部ルート】 

ルートの確定 

事業費（千円） 
計画 0 0 3,417 

実績 0 0 0 

数値目標等 

計画 

（北部）ルートの確定 サイン設置場所の確定 サイン設置工事 

（南部）       ルートの検討 ルートの確定 

実績 
（北部）ルートの確定 

サイン設置場所の確定

マップ作成 
サイン設置場所の確定 

（南部）       ルートの検討 ルートの確定 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
0千円／3,417千円＝0％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 計画⇒実績 

（北部）サイン設置工事（南部）ルートの確定 

⇒（北部）サイン設置場所の確定 50点 

 （南部）ルートの確定 100点 

（50点＋100点）÷2＝75点 

回廊のルートの検討等は予定どおり進んでいるが、サイン設置工事の予算が確

保できないことから、遅れている状況である。 

 

[□十分達成した □概ね達成した ■やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 河川・水辺  

〔中分類〕 水辺の環境の保全、三番瀬の再生・保全 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 84.三番瀬保全再生事業（行徳支所 臨海整備課） 

事業計画概要 
三番瀬の再生・保全を図るため、干潟化の推進と市民が親しめる海辺づ

くりを進めていきます。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

干潟化や住民が親しむことができる海辺づくりに向けた関係者への働きか

け（千葉県が事業主体） 

 

実績 

干潟化や住民が親しむことができる海辺づくりに向けた県等との協議を実

施した 

 

事業費（千円） 
計画 0 0 0 

実績 0 0 0 

数値目標等 

計画 

干潟的環境の拡大や自

然再生の実現に向けた

県や関係者との協議な

どの取り組み 

同左 同左 

実績 

干潟化や住民が親しむ

ことができる海辺づく

りに向けた県等との協

議を実施した 

同左 同左 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
0千円／0千円＝－％ 

（数値目標等比較） 

3ヵ年 計画⇒実績 

干潟的環境の拡大や自然再生の実現に向けた

県や関係者との協議などの取り組み 

⇒干潟的環境の拡大や自然再生の実現に向け

た県や関係者との協議などの取り組み 

                  75点 

 干潟的環境への取り組みについては、塩浜二丁目地先への砂付けについて県担

当部署と協議を続けているが、県、市の考え方に相違があり合意に至っていない。 

また、塩浜二丁目護岸の未整備区間や同三丁目護岸の早期整備についても協議

を続けており、同二丁目護岸については、事業化に向けた協議が進んでいる。 

 

[□十分達成した □概ね達成した ■やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 河川・水辺  

〔中分類〕 親しみのある水辺空間の創造 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 85.国分川調節池上部活用事業（水と緑の部 みどり整備課） 

事業計画概要 

水辺の環境の保全を図り、自然と触れ合える場を創造するため、国分川

調節池を有効活用し、上部に散策・休息する広場やスポーツ広場等を整備

します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

事業調整 

 

 

 

広場整備実施設計 

（中池 約 4.8ha) 

 

・広場整備工事 

（中池一部 約 2.9ha） 

・広場維持管理業務委託 

（草刈等 約 9.8ha） 

実績 

事業調整 広場整備実施設計 

（中池 約 1.6ha) 

植栽基盤土壌調査 

・広場整備工事 

（中池一部 約 1.6ha） 

・広場整備実施設計 

 （中池、駐車場 

     約 3.2ha） 

事業費（千円） 
計画 0 8,200 129,800 

実績 0 2,480 82,000 

数値目標等 

計画 

平成 29 年度完成予定 

事業調整 実施設計 整備工事 

実績 事業調整 実施設計 整備工事 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
84,480 千円／138,000千円＝61.2％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 計画⇒実績 
整備工事⇒整備工事 100点 

 整備工事については、Ｈ25 の整備面積が当初の約 2.9ha から約 1.6ha に小さく

なったが、1.6ha の整備面積でも市民が活用できる広場の整備が可能となった。 

今後も、市民との協働による事業推進を目的として組織された「国分川調節池

を育む会」の意見、要望等と調整を図りながら、年次計画で整備を進めてくこと

となる。 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 地球環境  

〔中分類〕 地球環境問題への理解と意識の醸成 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 86.地球温暖化対策推進事業（環境清掃部 環境政策課） 

事業計画概要 

温室効果ガスの排出を抑制するため、「市川市地球温暖化対策地域推進計

画」に基づき、エコライフの普及啓発、エコドライブの推進など、各種事

業を実施するとともに、「市川市地球温暖化対策推進協議会」と協働して取

り組みます。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・エコライフ推進員による啓発 

・環境会計簿の普及 

・緑のカーテンの公共施設への設置及び市民等への普及 

・ク―ルアース市川の実施 

・エコドライブの実践及び普及 

実績 

・エコライフ推進員によ

る啓発：43 回 延

4,830人 

・緑のカーテンの公共施

設への支援：34施設 

・エコライフ推進員に

よる啓発：50 回 延

7,930人 

・緑のカーテンの公共

施設への支援：37施設 

・エコライフ推進員に

よる啓発：50 回 延

7,930人 

・緑のカーテンの公共

施設への支援：48施設 

事業費（千円） 
計画 4,128 4,500 5,000 

実績 3,863 3,034 2,557 

数値目標等 

計画 
エコライフ実践率（年度末）（ｅ-モニターにより調査） 

55％ 58％ 61％ 

実績 78.3％ 85.9％ 85.9％ 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
9,454千円／13,628千円＝69.4％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 
85.9 ﾟｲﾝﾄ／61 ﾎﾟｲﾝﾄ×100＝141点 

今後は、事業の効果等について検証し、効果的な事業の推進・展開を図っていく。 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 地球環境  

〔中分類〕 地球温暖化への対応 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 87.住宅用太陽光発電システム設置助成事業（環境清掃部 環境政策課） 

事業計画概要 

新エネルギーの利用を推進するため、「市川市地球温暖化対策地域推進計

画」に基づき、住宅用太陽光発電システムの設置に要する費用の一部を助

成します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・住宅用太陽光発電シス

テムの設置助成 

・広報、Ｗｅｂ、講座等

による事業の周知 

同左 同左 

実績 351件 378件 380件 

事業費（千円） 
計画 23,856 26,330 31,596 

実績 24,063 27,702 20,071 

数値目標等 

計画 
設置出力値（年度末・累計） 

3,707 kW 5,457 kW 7,557 kW 

実績 3,761 kW 5,205 kW 6,535 kW 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
71,836 千円／81,782千円＝87.8％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 
6,535kW／7,557 kW×100＝86点 

住宅用太陽光発電システムの効果的、効率的な普及を図るため、制度の見直し

を随時行っていく。 

 

[□十分達成した ■概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 生活環境  

〔中分類〕 身近な環境の保全 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 88.大気常時監視整備事業（環境清掃部 環境保全課） 

事業計画概要 

大気環境の保全を図るため、監視測定局を適正に配置し、正確なデータ

収集管理を行うとともに、環境省が定める環境大気常時監視マニュアルに

基づき、大気汚染自動測定機の定期的な更新等を進めます。 

（現在：「一般環境大気測定局」5局・｢自動車排ガス測定局｣3 局 計 8局設置） 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

 [新設機器：計 3機] 

新たに環境基準が設定さ

れた「微小粒子状物質」

の監視のため、自動測定

機 3台を新設 

 

 

 

 [更新機器：計 15] 

・二酸化硫黄自動測定機:3 

・窒素酸化物自動測定機:3 

・ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ自動測定機：2 

・浮遊粒子状物質自動測

定機:4 

・気象観測用測器:2 

・炭化水素自動測定機:1 

 [更新機器：計 4] 

・窒素酸化物自動測定機:1 

・浮遊粒子状物質自動測

定機:1 

・気象観測用測器:1 

・炭化水素自動測定機:1 

実績 

・微小粒子状物質 3 機を

新設。 
・ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ自動測定機 2

機を更新。 

・二酸化硫黄自動測定機

1 機、浮遊粒子状物質自

動測定機 4 機、窒素酸

化物自動測定機 3 機、

気象観測用測器 2 機を

更新。 

・気象観測用測器 1機を

更新。 

事業費（千円） 
計画 20,184 50,504 17,074 

実績 11,912 12,446 1,000 

数値目標等 

計画 
機器新設数及び更新数（年間） 

3機新設 15機更新 4機更新 

実績 
3機新設 

2機更新 

0機新設 

10機更新 

0機新設 

1機更新 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
25,358 千円／87,762千円＝28.9％ 

（数値目標等比較） 

3ヵ年 実績／計画 
16機／22機×100＝73点 

更新計画の見直しにより、機器の更新時期を先送りした。 

今後も計画的に機器の更新に勤めていく。 

[□十分達成した □概ね達成した ■やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 生活環境  

〔中分類〕 市民の健康と安全で清潔な生活環境の保持 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 89.市民マナー条例推進事業（市民部 地域振興課） 

事業計画概要 
市民の健康と安全で清潔な生活環境の保持のため、「市民マナー条例」（通

称）を推進し、巡回指導や啓発活動等を実施します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・推進指導員による路上禁煙・美化推進地区内の巡回指導の実施 

・注意指導員による路上禁煙・美化推進地区外の巡回指導の実施 

・健康・安全・清潔な地域づくり協議会と連携した啓発活動の実施 

・マナーサポーターの啓発活動の支援 

・小･中学生からの啓発用ポスター及び標語の募集 

・啓発用路面シート、看板、横断幕、懸垂幕等の設置 

実績 

・過料件数 1,642 件 

・市民マナーサポーター 

の啓発活動延べ 581回 

・路面ｼｰﾄ 1,690枚貼付 他 

・過料件数 1,185 件 

・市民マナーサポーター

の啓発活動延べ 771回 

・路面ｼｰﾄ 1,008枚貼付 他 

・過料件数 1,500件 

・市民マナーサポーターの

啓発活動延べ 771 回 

・路面ｼｰﾄ 1,008 枚貼付 他 

事業費（千円） 
計画 56,290 56,290 56,290 

実績 55,677 46,124 45,462 

数値目標等 

計画 
路上禁煙・美化推進地区内の吸殻の数（JR 本八幡駅周辺の定点観測数）（年間） 

157本 130本 110本 

実績 108本 134本 110本 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
147,263 千円／168,870千円＝87.2％ 

（数値目標等比較） 

3ヵ年 実績／計画 

352本／397本×100＝89点 

※数値が下回ることを目指している為、 

 100－89＝11点を加点して、111点とする。 

 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 資源循環型社会  

〔中分類〕 ３Ｒの推進 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 90.ごみ発生抑制等啓発事業（環境清掃部 循環型社会推進課） 

事業計画概要 

廃棄物の発生の抑制を図るため、ごみ分別ガイドブックや小学生用副読

本等を配布し市民に情報を提供するとともに、市民が集まるイベントでの

啓発活動や各地域での説明会を実施します。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

・ごみ分別ガイドブッ

ク・チラシや小学生用

副読本等の配布 

・イベントでの啓発活動 

各地域での出前説明

会の実施 

同左 同左 

実績 
作成部数：5,100 冊 

（配布部数：4,860冊） 

作成部数：5,000 冊 

（配布部数：4,865冊） 

作成部数：5,000 冊 

 

事業費（千円） 
計画 3,235 3,235 3,235 

実績 2,647 2,649 2,998 

数値目標等 

計画 
出前説明会の出席者数（年間） 

800人 1,000人 1,000人 

実績 610人 1,509人 1,000人 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
8,294千円／9,705千円＝85.5％ 

（数値目標等比較） 

3ヵ年 実績／計画 
3,119人／2,800 人×100＝111点 

 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 
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第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 資源循環型社会  

〔中分類〕 ３Ｒの推進 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 91.分別収集促進事業（環境清掃部 清掃事業課、循環型社会推進課） 

事業計画概要 
資源の循環的な利用の推進のため、市民への排出ルールの周知・啓発を

行うとともに、分別収集体制を維持し、ごみの減量と資源化を進めます。 

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

「いちかわじゅんかん

プラン 21」に基づき、

ごみと資源物の 12 分別

の徹底、収集量の減、適

正な排出・処理の実施 

同左 同左 

実績 

「いちかわじゅんかん

プラン 21」に基づき、

ごみと資源物の 12 分別

の徹底、収集量の減、適

正な排出・処理の実施 

同左 同左 

事業費（千円） 
計画 2,253,342 2,253,342 2,253,342 

実績 2,127,983 1,988,747 2,010,040 

数値目標等 

計画 

排出量（一日一人当たりの排出量） 

※市川市一般廃棄物処理計画（いちかわじゅんかんプラン 21）では、平成

30 年度の目標 830ｇ 

850ｇ 845ｇ 840ｇ 

実績 860ｇ 849ｇ 849ｇ 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
6,126,770千円／6,760,026 千円＝90.6％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 

849ｇ／840ｇ×100＝101点 

⇒数値が下回ることを目指している為 

100－101＝△1点を加点して、99点とする。 

 

 

[■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

  
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額 



第２章 実績報告 基本目標４ 人と自然が共生するまち     

〔大分類〕 資源循環型社会  

〔中分類〕 廃棄物の適正処理の推進 

■実施計画事業の概要 

番号 事業名(所管） 92.クリーンセンター延命化事業（環境清掃部 清掃施設課） 

事業計画概要 

廃棄物処理施設の整備・適切な運営管理のため、平成 25 年度に建替予定

であったクリーンセンターを平成 35 年度まで操業するために必要な延命化

工事を計画的に実施します。  

  23年度 24年度 25年度 

年度ごとの 

事業内容 

計画 

延命化工事 

[4ヵ年継続工事(22～25

年度)] 

※主な工事内容 

不燃・粗大ごみ処理施設 

ごみ焼却処理施設 

・共通設備 

・3号炉（1部） 

延命化工事 

[4 ヵ年継続工事(22～

25年度)] 

※主な工事内容 

ごみ焼却処理施設 

・3号炉（1部） 

・2号炉 

・排水処理設備 

延命化工事 

[4 ヵ年継続工事(22～

25年度)] 

※主な工事内容 

ごみ焼却処理施設 

・1号炉 

 

実績 

不燃・粗大ごみ処理施設 

ごみ焼却処理施設 

・共通設備（1部） 

・3号炉（1部） 

ごみ焼却処理施設 

・共通設備（1部） 

・3号炉（1部） 

・2号炉 

・建築工事 

ごみ焼却処理施設 

・1号炉 

・排水処理設備 

事業費（千円） 
計画 1,224,761 3,582,160 618,549 

実績 395,841 3,992,636 1,036,308 

数値目標等 

計画 
延命化事業の進捗率（年度末） 

29.9％ 89.7％ 100％ 

実績 16.3％ 88.8％ 100％ 

達成状況等 

（事業費比較） 

3ヵ年 実績額／計画額 
5,424,785千円／5,425,470 千円＝100.0％ 

（数値目標等比較） 

最終年度 実績／計画 
100 ﾎﾟｲﾝﾄ／100 ﾎﾟｲﾝﾄ×100＝100点 

工事の一部が繰り越しになったが、全体計画に影響を及ぼさないことから[十分

達成した]と評価した。 

 

 [■十分達成した □概ね達成した □やや不十分だった □不十分だった] 

市民意向調査 

結果 

 
※事業費（千円）の実績欄：平成 23 年度及び平成 24 年度は決算額、平成 25 年度は当初予算額＋繰越額 
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